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タに取込み (解像度480､倍率 100%)､画像解析ソフト (Scionlmage,Beta 4.0.2版,Scion
社製)を用いて中手骨長､中手骨体の帽､皮質厚及び骨密度､基節骨底の幅と底中央部骨密度を
計測した｡メス32体 (8-26才､平均 15.8才)について予備的分析を行った｡
結果 ･考察 :中手骨長に加齢変化は見られないが､骨体幅は加齢に伴い細くなり､一方基節
骨骨底では太くなる傾向が見られた｡基節骨骨底幅と中手骨体幅の比をとると年齢との間の相関
がr=0.48(p<0.01)であった｡従ってサルでも高齢になると指が ｢節くれだつ｣と示唆される｡
これは骨端と骨幹の荷韮特性の違い､および選択的骨質吸収によるものと考えられる.骨皮質厚
は休部と骨底部でともに加齢に伴って減少し､骨髄腔が増加する傾向が見られ､中手骨体皮質厚
と帽の指数は年齢に有意な相関を示した (r=0.41､p<0.01).この加齢変化傾向もヒト同様であ
る｡基節骨底部の骨密度は加齢に伴うゆるやかな減少が見られた (r=-0.36､p<0.05)0
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